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本市の人口

(昭和50年 1月1日現在〕

人口総数 193，988人

男 94，432人

女 99，556人

帯 数 60，952世帯

一シ
ョ
ン
と
い
う
が
、

ζ

れ
に
対
し
市
費
一
が
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
の
で
、

マ
農

操

行

政

一

一

一
を
も
っ
て
助
成
す
る
噌
え
が
あ
る
か
.
一
身
後
閉
と
し
て
の
補
助
金
の
増
町
酬
を
国

農

家

の

相

続

税

軽

一

一

一
答
助
問
H
Y
ハ
ピ
』
テ
l
シ
ョ
ン
は
一
る
と
と
も
に
園
出
に
対
し
て
も
掻
く
働

減

の

働

き

か

け

を

一
現
在
の
を
言
語
酬
制
度
で
は
詔
一
き
白
書
っ
て
費
需
と
待
護

婦

一
間

農
家
の
椙
撃
負
担
焼
却
賓
と
一
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
一
膏
の
た
め
の
努
力
を
し
て
い
く
@

制

一な
っ
て
お
り
、
患
の
た
め
慶
喜
亮
吉
事
は
理
解
で
雲
号
、
制
度
化
↑
マ
建
設
行
政

崎

一却
す
る
な
ど
廃
閣
が
細
分
化
、
話
侶
一
に
つ
い
て
国
に
働
き
か
吋
を
行
う
ほ
一

国

土

利

用

計

画

法

院

一
さ
れ
、
将
来
の
農
揖
経
営
に
大
き
な
影
一
か
、
事
訴
訟
叫
が
可
能
か
ど
う
か
十
分
一

病

一審
査
ぽ
し
、
食
糧
の
震
供
給
は
探
百
出
し
て
ま
い
り
た
い
。
一

の

周

知

徹

底

は

和

一刻
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
・

2し一
保

健

婦

を

増

員

健

一
間

十
二
月
二
十
四
日
か
ら
施

g

一
た
情
勢
下
で
農
協
は
じ
め
閣
係
者
が
そ一

一
れ
る
国
土
利
用
計
回
扶
の
市
民
へ
の
F

一

一

康

管

理

の

万

全

を

一

E

た

一

の

軒

減

運

動

を

進

め

て

い

る

が

、

当

局

一

一

旦

は

ど

う

す

る

か

・

ま

た

、
新
都
市
計

滑

一
も
積
緒
的
に
政
府
に
働
き
か
吋
を
し
て
一
間
鑓
既
管
理
の
充
実
を
函
る
に
は
一
画
法
に
よ
る
棚
引
き
の
再
調
墜
と
の
開

制

一
も
ら
い
た
い
@

一
予
防
医
学
の
世
宗
大
切
で
あ
る
が
、
一
連
及
び
遊
休
明
認
定
の
華
雪
聞
き

完

一
答

相
続
税
に
つ
い
て
は
、
阻
接
市
一
現
在
の
体
制
は
貧
弱
で
、
保
値
目
町
一
人
↑
た
い
。

一税
と
は
関
係
は
な
い
が
、
種
目
は
十
分
一
当
り
の
人
口
が
-
一
一
方
入
を
越
え
て
い
一

答

新
都
閉
計
凶
訣
に
訴
づ
く
柄
引

局

一恕
僻
で
き
る
の
で
自
治
拡
サ
イ
ド
か
ら
一
る

-m単
で
保
管
問
を
一
期
民
す
る
唱
え
一
き
は
五
十
年
度
に
手
皿
し
を
す
る
こ
と

務

一

一

一

事

し

て

と

そ

可

能

と

な

る

が

ど

う

か

・

石

需

が

変

動

し

て

い

る

が

、

務

室

一も
里
会
言
通
じ
て
積
極
刑
に
国
に
一
は
あ
る
か
・

一に
な
っ
て
い
る
の
で
、
国
土
剥
用
計
凶

胎

答

専

要

撃

の

棄

投

亙

区

の

再

編

成

を

検

討

す

る

噌

え

は

な

い

一働
者

cB再
是

え

で

あ

る

・

一

答

E
Zと
く
ら
し
写
る
た
一
法
品
害
時
期
と
同
一
に
な
る
。

そ

刺

完

成

し

な

い

の

は

、

起

債

枠

の

二

塁

か

。

I
l
-
-
11
6
1
1
-
-ー

一
台
、
保
麗
富
十
九
年
度
に
二
名
一
れ
で
、
乙
の
二
法
と
の
襲
警
十
宣

明

地

の

た

め

で

、

そ

の

官

下

検

討

中

ヱ

答

単
純
散
の
量
規
模
は
土
了
一
現
在
市
立
の
幼
柑
聞
は
一
閣
の
み
で
、

一

マ
福

祉

行

政

一
望
し
た
が
、
乙
れ
に
骨
し
て
い
る
一
る
な
か
で
毒
し
て
い
き
た
い
。

あ

り

、

器

等

自

治

省

と

も

折

衝

し

三

十

五

重

で

あ

る

。

現

在

の

と

と

ろ

、

↑

あ

と

は

私

立

で

収

容

し

て

い

る

の

が

笠

一

訳

で

は

な

く

、

主

富

号

室

哲

一
遊
体
土
哨
に
つ
い
て
は
、
土
哨
の
取

は

い

か

ね

ば

な

ら

な

い

。

腎

書

室

長

昔

、

相

生

、

草

川

若

手

喜

一閣
で
あ
り
、
私
語
稚
園
に
お
い
て
は
一

母

子

家

庭

の

医

療

費

一
高
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

併
せ
て
、

一塁

-Z岳
還
し
で
も
、
枯
草

引

ゴ

マ
財

政

一

一
ン
ド
の
罰
百
は
で
き
て
い
る
こ
え
は
な
い
・
芝
、
日
三
士
エ教
一
昨
年
諜
異
常
な
ま
で
の
経
済
誌
の
一

中

期

計

画

で

庶

料

じ

実

施

一愛
門
会
君
団
体
に
対
し
て
も
助
成

1
諜
そ
福
島
に
供
す
る
事
業
に
な
っ

開

4
一

一
な
お
、
事
前
な
予
算
に
つ
い
て
は
-
本
校
は
五
十
一
言
移
転
ま
で
は
そ
ζ

一
室
)
、
患
っ
工
事
に
つ
い
一あ
お
り
骨
害
事
く
が
経
謀
長
え
一

f

{

τ、
市

と

各

襲

名

義

諸

星

一
て
い
な
い、

m電
量

内

E
一千

酎

2
二

年

度

予

算

は

一統
一
選
支
っ
た
、
六
月
警
で
補
一
で
授
業
噂
乏
官
の
で
、
そ
の
時
点
以
て
は
、
富
ま
の
硲
般
に
よ
品
一
て
い
る
@
現
在
こ
れ
ら
の
遺
骨
曹
の
笠
間
母
委
員
警
の
笠
あ
る
の
で
童
に
き
た
も
の
に
章
一
め
て
い
主
で
あ
る
。
一
平
米
以
上
、
調
書
区
域
で
は
李
主

第

一

骨

格

予

算

一正
す
る
。
一
聖
な
る
。
躍
の
需
は
、
華
町
喜
雪
解
消
し
て
い
き
た
い
。
一
助
金
を
年
二
万
円
と
し
て
い
る
が
、
乙
一施
と
老
朽
化
し
居
住
性
の
悪
い
母
子
亙
改
築
を
す
る
増
え
で
あ
る
。
乙
の
三
主
主
、
喜
朗
改
寝
中
島
立
病
院
一以
上
、

そ
の
密
接
で
は

云

支

胎

一

間

市
長
は
去
る
十
一
月
一
一
十
八
日
一
マ
教
育
行

政

7
7ウ
ン
ド
の
事
の
メ
ド
が
つ
い

i
語
、
学
区
高
官
、
草
案
一
れ
量
に
増
額
す
る
没
は
な
い
か
。

一の
撃
に
汚
い
た
全

ι吐
き
互
に
つ
い
て
は
中
用
車
白
の
刊
に
盛
一
も
思
五
十
年
五
月
に
は
完
成
の
予
定
↑
以
上
の
土
哨
を
い
い
、
一
定
規
模
以
上

鯨

一

持

昨

日

訪

れ

し

持

一

商

業

高

校

移

伝

地

一

事

長

し

て

い

く

。

一

の

震

の

学

長

に

書

し

た

い

.

一に

伊

詩

初

出

血

る

u
d
h
u
u討
を

の

と

り

込

み

早

期

に

実

施

し

て

し

く

一

府

代

日

経

伝

説

一位

刊

誌

口

拾

い

日

一

一

の

警

慨

を

阜

期

に

一

学

区

雪

崩

は

住

居

一

幼

稚

園

教

育

の

す
喜
曹
の
監
は
、
私
立
幼
稚
闘
志
に
あ
た
っ
て
は
、
需
会
の
置
と
一
重

度

心

身

障

害

児

に

一
図
っ
て
い
芝
ぃ
。

一昔
、
主
義
に
よ
る
規
制
区
切
の

り

同

一

宮
編
成
す
る
に
あ
た
っ
て
の

E一

一

表

示

終

了

後

検

討

一

充

実

を

は

か

れ

一
に
苗
を
さ
せ
て
い
妥
母
負
担
の

i静土一
τ筒力宗
が
必
毒
喪
で

Eある
2た島め、
一
目
下

i医富i師L一
E血の
通

つ

た

施

設

を

一

一

τ
玄倍霊定害串を』一寄誇る

2と包
最
臨
内
思
の
す
ミベ毛て

リ1ι

月

枇

t叩ア石引
刊問悶寸叩吋
U叫
日

T3
認日玲吋河…
iむ目叫盆語吋旦苛一可刊吋出川此お
UUUれ
科h財持
付
勾
江
建
苅
清
巾
ぽ
吋
諮
れ
科
諒
h服
刊
サ
詳mP「F刊吋
持
吋ρ釘r心引誌
心
悦
説
一Mれ
路
持
十
長
h註性
T間
需
の
詰
幼
雄
詰
闘
教
警5宵在は、ま土だ土一
7の意
脅
同
で

Eあ
る
君
の
で
増
額
す
き
聖
一
た
め
の
努
力
量
っ
て
い
る
。
ま
た
母
一
だ
が
、
ま
い
金
言
語
く
一

充

実

に

努

力

7
な
る
。
乙
れ
に
浪
反
す
る
品
雲

市

町

一

あ
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
君
主
完
霊
も
あ
る
な
か
で
震
か
ど
う
す
減
少
し
て
い
る
よ
れ
に
院
し
、
池
不
十

~
例
一

生
保
・
母
子
・
老
人
に
三
千
六
百
八
十
万
円
一
役

常
任
委

鶴一一一錯

改
定

モ子止為
日間

で

議

十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
三
日
か
ら
二
十
三
ま
で
の
会
期
で
聞
か
れ、

前
様
会
か
ら
継
続
の
昭
和
四
十
八
年
度
決
算
閉
件
を
認
定
し
た
ほ
か
、
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
京
抽
出
条
例
の
一
部
を
改
定
す
る
告
側
帯
十
七
件
、
職
員
給
与
改
定
を
中
心
に
盛
り
込
ん
だ
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
術
定
予
算
九
件
計

二
十
六
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
案
の
「
超
過
負
担
の
解
消
に
関
す
る
窓
見
密
」
「
公
共
現
金
紋
問
き
に
関
す
る
意
見
轡
」
「

縫
哨
等
の
相
続
税
ド
占
開
る
軒
減
措
慣
に
関
す
る
鷲
見
密
」
及
び
「
制
方
公
吋
企
提
制
度
の
妓
本
的
改
正
帯
に
関
す
る
沼
見
密
」
の
提
出
を
決
め
、
十
一
日
聞

の
会
期
を
料
っ
て
二
十
=
百
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
.

一
般
切
削
は
、
十
二
肩
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
=一
日
間
に
わ
た
り
、

長
国
金
八
郎
(
清
風
会
)
、
土
屋
阻
(
新
段
会
)
、
長
問
疋
左
衛
門
(
市

民
ク
)
、
伊
藤
常
八
(
市
民
ク
)
、
小
林
淳
先
(
市
民
ク
)
、
込
山
世
雄

(
社
会
託
)
、
小
林
政
作
(
公
明
党
)
、
石
丸
あ
き
じ
(
止
(
庫
党
)
、
駄

山
慎
官
邸
(
清
心
会
)
の
九
氏
が
各
党
各
派
房
代
表
し
当
面
す
る
市
政
の

側
姐
点
を
中
心
に
話
発
な
質
問
胞
を
民
側
し
ま
し
た
a

そ
の
主
な
内
容
は
、

択
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
.

世



事
情
、
民
間
企
韓
の
実
態
並
び
に
財
政
一
地
方
公
営
企
業
制
度
営
に
防
署
柔
道
署
管
、
乙
一
、
上
水
道
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
住
民
蕎
に
最
も
密
着
し
た
公
共
事
業
従
っ
て
乙
れ
毒
閉
近
郊
農
家
の
お
し
た
掛
合
は
そ
の
時
点
で
詩
型
徴
-
合
組
合
長
・
益
事

事
情
等
書
慮
し
て
決
定
し
て
い
る
。
一
の
抜
本
的
改
正
案
こ
れ
天
皇
輔
ち
て
償
金
な
震
を
率
を
工
費
水
薬
に
対
す
る
補
助
の
推
進
が
か
つ
て
な
い
危
聖
書
し
か
れ
て
い
る
窮
状
を
詰
す
る
た
め
、
税
す
る
と
と
ロ
一
室
若
者
上
げ
中
止
辱
(
暫
本

ぴ
つ
り
で
は
ま
な
い
が
、
重
要
求
一
軒
民
間
錦
町
わ
円
以
一
関
す
る
意
見
書

1

・
・
市
川
M
1
に
大
吉
道
密
置
と
な
っ
自
信
仰
町
高
校
錦
町
山
下
日
訴
訟
報
諮
詑
紅
白
の
量
言
問
吋
経
け
ロ
ヨ
喜
(
一
司
の
含
府
喜
代
表
浅
川
栄

昔
話
及
び
市
長
一
U
臨

時

わ

話

認

可

日

即

時

は

お

れ

れ

は

一

車

場

料

品

hげ
れ

叫

し

一

一

耕

一

昨

日

訂

正

諜

踊

現

円

融

制

官

官

肘

訪

れ

持

き

に

-ob刊
誌
芦
貸
与

給
料
等
を
改
定
一
り
、
高
度
ア
重
量
量
得
す
る
一
量
の
量
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
大
し
て
い
く
水
害
認
す
る
た
め
日
の
士
一
月
一一
+
ら
れ
た
レ
忽
に
特
別
な
立
法
童
書

2
と
も
て
は
襲
警
基
本
と
し
長
聖
署
員

ブ
レ
、
朝
喜
一
(
丸
出
電
話
番
議
会
長

一
一
上
に
お
刊
で
は
、
警
の
署
長
慌
て
れ
司
に
対
し
、
費
か
ら
棋
の
要
一
の
重
曹
の
量
に
よ
り
、
豊
富
書
=
一
日
の
本
会
館
で
一
、
ダ
ム
硲
股
な
ど
水
面
売
を
固
の
に
霊
童
高
ぜ
ら
れ
る
よ
う
霊
限
度
と
す
る
こ
と
。
に
よ
り
富

LUVかつてない苦一平川政ほか)

ー
一
樹
要
員
会
に
は
、
費
、
市
長
は
一
事
情
に
五
し
た
報
酬
の
蓄
を
考
慮
一
望
意
見
カ
出
き
れ
ま
し
た
。
一
迫
し
厳
し
い
状
況
下
長
か
れ
て
い
る
〉
意
見
書
園
件
を
可

聖
と
膏
用
に
よ
り
霊
的
に
差
す
る
。
弓
特
別
瞬
間
重
量
)
の
創
設
し
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
、さ一
O

中
央
マ
ン
シ
ョ
ン
護
主
事
中
止
(

一

一

同

一

日

抑

制

…

輩

出

詑

耕

一

一

脱

出

詰

HUM-…山
山

知

一

閥

単

見

詰

諮
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